












































































































































































































































































































































































































































































きる』合評会（2012 年 6月 30 日）のコメントとして用意した稿をもとにしている。研究会の運営にあた
られた中尾世治さん、矢倉広菜さんには、コメントの機会を与えて下さったことを感謝したい。ただし当
日のコメントは、本稿の前段階の議論（談志論・枝雀論）で時間がつきてしまったので、本稿は内容的に
はほぼ重ならない。
2) 本稿で、とくに著者名や刊行年を示さずにページ数だけ表記する場合は、すべて『郡上八幡 伝統を生き
る』［足立 2010］からの引用であることを意味する。
3) 島村はこの単著以前に次のようにも説明している。「〈生きる力〉や〈混沌の領域〉が〈生きる方法〉の基
底部を構成するとすれば、その反対に、〈生きる方法〉の表層部には〈戦略〉や〈戦術〉がさらに論理的
に洗練された〈思弁〉というレベルも想定することができる。筆者は、この〈思弁〉のレベルまでも含め
て、〈生きる方法〉が展開されるものと考えている」［島村 2006：16］。この定義づけにおいて、とりわけ
〈混沌の領域〉への言及がなされているという点で、看過し得ない意義深さがこめられていると考えるこ
とができる。
4) 本稿の問題関心にきわめて近い論考として、「「人の生きかた」について」［千葉 1989］という論文があ
る。そこで千葉徳爾は、近代化が進行し離農が進む東京近郊の農村における生活者の日記を資料としなが
ら、また離村した出郷者と対照させながら、勤勉型と才覚型というモデルを抽出している。ある種の類型
化を指向していることから、あるいはこの研究は「生き方のタイプ」研究と言えるかもしれない。
5) ライフストーリーの作品を解説するアンソロジーで、かつて筆者はこの作品について次のように紹介し
た。「このように二人の心性は、夢を見るという経験が鍵となって展開している。夢見の時期の違いもふ
くめて、ここには「夢の共同体はいかにして可能か」という主題が読み取れる。夢の共同体とは、その内
容や解釈のされ方が、共同体的な定型化や規定を受ける側面を含意する。この主題は人が成長過程にとも
なって文化化・社会化されていく仕組みはいかなるものか、と問うことでもあり、しかもその答えはおそ
らく直接用意されてはいない。近年の文化の本質主義批判などに鑑みても、ある文化や社会に特有の本質
が絶対値としてあり、そのアイテムを特定の習得過程を通過することによってコンプリート（過不足なく
収集）するという教科書的イメージは妥当しないからである。しかしそれでもなお、ある夢を見てしまう
人びとがおり、その夢を見てしまったら妥当に解釈されるコードが発生し、そしてそれに導かれ展開して
いく人生があるかぎり、夢の共同体はいかにして可能かという問いは、可能でもあり、また必然でもある
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のだ」［小林（編）2010：166］。
6) 『ドナ・マルガリータ・渡辺』のこの箇所に関して、四半世紀以上前に院生仲間であった湖中真哉と交わ
した私的対話が大いに刺激になっていることを記して謝意を表したい。その当時はまだ「生き方のモデ
ル」としての聖人という発想で捉えていたが、聖人のように生きられるかどうかという、人生のお手本と
しても目標としてもあまりにも儚くあてもない心のありようは、ビジョンという語こそふさわしいと考え
た。
7) そのようなわけで、本稿のもととなった合評会のコメントでは談志論・枝雀論を発表したが、会場の理解
とは齟齬があったというのが正直な感触である。おそらくこちらの準備不足だったのであろうが、それゆ
えにこの部分を文章化するのは今回は見送り、他日を期したい。
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